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毅新裁農

初
年
度
八
百
万
円
の
見
込

新
農
村
建
設
事
業
は
昨
年
予
備
地
域
の
指
定
を
う
け
ー

て
計
画
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
た
び
昭
和
三

十
二
年
度
新
規
特
別
助
成
事
業
実
施
地
域
と
し
て
指

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

正
式
決
定
は
計
画
審
査
後
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、

と
り
あ
え
ず
基
雌
補
助
額
と
し
て
三
百
五
十
万
円
の
ー

指
示
が
あ
っ
た
の
で
、
補
助
率
を
平
均
四
割
と
み
る

と
初
年
度
の
総
事
業
費
八
百
余
万
円
が
実
施
で
き
る
：

わ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
計
画
事
業
の
中
か
ら
初
年
度
実
施
す
る

も
の
と
次
年
度
実
施
す
る
も
の
を
撰
択
し
て
本
年
は
…

三
百
五
十
万
円
の
補
助
の
枠
な
い
で
協
議
会
に
お
い
．

て
塞
弛
串
業
の
計
画
を
留
議
決
定
し
て
県
に
提
出
す
”

る
。

　
農
林
省
の
審
査
を
終
っ
て
事
業
が

承
認
に
な
る
の
は
早
く
て
七
月
上
旬

に
な
る
予
定
で
あ
り
、
承
認
前
に
は

事
業
の
着
手
は
で
き
な
い
が
、
初
年

度
分
の
予
定
事
業
は
左
記
の
も
の
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　

◎
（
事
藁
名
）
農
地
交
換
整
備
事
業

　
調
査
計
画
（
事
業
量
）
二
〇
町

（
嚢
蕪
算
）
二
〇
〇
δ
O

　
O
円
（
事
業
主
体
）
新
座
部
落
。

　
　
　
・
二
町
六
九
、
O
O
O
円
南
部
農

　
　
事
研
究
会

”
”
◎
同
、
O
・
三
三
町
八
五
五
、
O
O

　
　
O
円
下
条
花
卉
組
合

◎
同
農
道
新
設
、
一
、
O
O
O
米
、

　
六
〇
〇
、
O
O
O
円
、
新
座
部
“
洛

◎
牧
道
、
五
〇
〇
米
、
五
三
四
、
O

　
O
O
円
漉
野
農
家
組
合

◎
水
田
裏
作
展
示
ほ
、
二
町
、
二
七

　
〇
、
O
O
O
円
猿
倉
裏
作
推
進
組

　
合

◎
同
・
二
町
三
四
〇
、
0
0
0
円
原

営
農
会

◎
園
芸
特
用
作
物
栽
培
展
示
ほ
、
○

◎
共
同
作
業
所
、
一
棟
二
二
坪
、
五

　
〇
六
、
○
O
O
円
塩
ノ
叉
農
家
組

合
◎
同
、
一
棟
三
二
・
八
坪
（
機
械
器

　
具
を
含
む
）
八
五
七
、
O
O
O
円

市
之
沢
農
家
組
合

◎
同
、
一
棟
二
二
坪
（
機
械
器
具
を

　
含
む
）
六
七
九
、
O
O
O
円
願
入

農
家
組
合

◎
種
籾
催
芽
所
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

　
三
一
棟
、
四
八
坪
、
九
八
三
、
七

　
〇
〇
円
赤
倉
親
研
ク
ラ
ブ
外
二
二

◎
有
畜
営
農
改
善
モ
デ
ル
価
設
、
機

　
械
器
具
二
箇
所
九
五
、
O
O
O
円

　
猿
倉
酪
農
組
合

◎
同
、
同
一
箇
所
三
五
、
O
O
O
円

　
内
後
農
家
組
合

◎
同
、
固
二
箇
所
八
O
、
O
O
O
円

叢

豪雪を克服し例年並にこぎつけた市内の田植え

南
部
農
協

◎
同
、
三
箇
所
同
一
六
五
、
O
O

　
　
O
円
下
条
酪
農
組
合

◎
同
、
同
一
箇
所
二
五
、
O
O
O
円

吉
田
農
協

◎
同
、
同
二
箇
所
四
〇
、
O
O
O
円

＋
日
町
市

◎
人
力
索
道
、
四
〇
〇
米
、
一
五
〇
、

　
O
O
O
円
赤
倉
索
道
利
用
組
合

◎
乾
燥
機
、
二
台
、
七
〇
、
O
O
O
円

十
日
町
農
協

◎
同
、
五
台
、
一
七
五
、
O
O
O
円

南
部
農
協

◎
同
、
一
台
、
三
五
、
O
O
O
円
貝

　
の
川
農
家
組
合

◎
集
乳
所
、
一
棟
三
坪
、
［
五
二
、

O
O
O
円
下
条
酪
農
組
合

◎
同
、
一
棟
、
二
・
二
五
坪
、
一
一

　
三
、
O
O
O
円
猿
倉
酪
農
組
合

◎
木
炭
山
元
倉
庫
、
一
棟
一
〇
坪
、

　
一
五
〇
、
O
O
O
円
赤
倉
製
炭
組

　
合

◎
生
活
改
善
施
設
、
台
所
、
便
所
改

善八

坪
、
二
五
五
、
O
O
O
円
稲

葉
部
落

◎
一
同
、
同
六
●
五
坪
、
二
一
〇
、
O

O
O
円
高
島
部
落

◎
同
、
同
七
・
三
坪
、
二
五
〇
、
O

O
O
円
近
藤
恭
祐

◎
同
、
同
九
、
五
坪
、
二
〇
〇
、
O

O
O
円
高
山
部
落

◎
合
計
八
、
〇
九
三
、
七
〇
〇
円

　
以
上
農
民
の
要
望
を
、
取
入
れ
た
事

業
だ
け
に
、
規
模
が
小
さ
い
上
に
数

が
多
過
ぎ
る
の
で
、
国
の
趣
旨
に
そ

わ
な
い
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
何

と
か
実
施
し
た
い
方
針
で
あ
る
。

　
明
年
度
は
市
費
の
麦
出
が
許
せ
る

な
ら
、
合
併
以
来
の
念
願
で
あ
る
農

業
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
・
各
種
農

業
機
関
が
一
ヵ
所
に
合
流
し
、
一
本

化
し
た
農
業
指
導
体
制
を
確
立
し
て

農
業
の
躍
進
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
　
　
　
　
　
（
経
済
課
）

減
税
．
”
市
議
会
で
次
る

自
治
騰
決
定
の
標
準
傘

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
本
市
の

民
税
の
減
税
が
去
る
三
日
開
か
れ
た

市
議
会
石
決
っ
た
。

　
減
税
は
本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

も
の
で
所
得
割
の
六
段
階
が
十
段
階
，

に
区
分
さ
れ
た
。
総
額
で
は
昨
年
よ

り
三
百
万
円
の
減
税
と
な
る
。
な
お

こ
の
減
税
は
年
々
差
が
つ
き
、
昭
和

三
十
四
年
に
は
五
百
六
十
三
万
円
の

減
税
と
な
る
。

　
減
税
案
は
課
税
方
式
が
変
っ
た
の

で
な
く
、
自
治
庁
が
決
定
し
た
標
準

率
に
引
き
下
げ
た
も
の
で
あ
る
。
今

　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
六
通
常

　
　
説
国
会
で
、
農
萎

　
　
　
　
　
　
員
会
等
に
関
す
る

解
継
部
醸

　
　
　
　
　
　
に
委
員
の
改
選
”

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
改

正
さ
れ
た
主
な
点
は
、

一
、
市
町
村
合
併
後
の
委
員
会
を
、

　
な
る
べ
く
一
市
町
村
一
委
員
会
に

　
統
合
す
る
よ
う
、
所
要
の
手
続
き

が
定
め
ら
れ
た
。

二
、
①
市
町
村
ム
屏
に
よ
り
、
区
域

　
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い

　
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
を
十
人

　
か
ら
四
十
人
の
間
で
、
市
町
村
の

条
例
で
定
め
る
こ
と
＼
さ
れ
、
選

挙
区
も
都
道
府
県
の
承
認
を
得
れ

ば
、
市
阿
村
条
例
で
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
＼
な
っ
た
。
（
基

準
に
よ
れ
ば
、
本
市
で
は
三
十
一

こ
と
、
な
っ
た
③
委
員
の
数
が
増

加
し
た
の
で
、
運
営
の
適
正
を
計

る
た
め
、
部
会
の
制
度
を
設
け
る

こ
と
な
っ
た
。
部
会
の
設
置
に
と

も
な
い
、
部
会
の
所
掌
事
項
に
つ

農
蔭
憤
偉
u

「
改
正
の
あ
ら
ま
し

人
か
ら
四
十
人
の
間
と
さ
れ
て
い

る
）
②
選
挙
に
よ
ら
な
い
委
員
は

各
農
業
協
同
組
合
、
各
農
業
共
済

組
合
毎
に
推
薦
し
た
理
事
一
人
と

躇
会
の
推
薦
し
た
学
識
経
験
者
五

人
以
内
を
市
酊
村
長
が
選
任
す
る

　
い
て
の
議
決
は
・
そ
の
議
決
を
も

　
っ
て
委
員
会
の
決
定
と
さ
れ
る
こ

と
＼
な
っ
た
。

三
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
に
次
の
こ

　
と
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
。

　
0
農
業
及
び
農
村
の
振
腿
計
画
の

樹
立
、
推
進
に
関
す
る
こ
と
②
農

業
技
術
の
改
良
、
農
産
物
、
病
虫

害
の
防
除
等
に
関
す
る
こ
と
③
農

業
、
農
村
に
関
す
る
調
査
研
究
と

啓
蒙
宜
伝
を
行
う
こ
と
④
以
上
三

項
に
つ
い
て
の
意
見
の
建
議
、
公

　
表
、
諮
問
に
対
し
て
答
申
を
行
う

こ
と
。

四
、
委
員
会
の
職
員
の
資
質
の
向
上

　と

身
分
の
安
定
を
計
る
た
め
、
所

要
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
即
ち
、

　職員

を
分
け
て
農
地
主
事
と
そ
の

　他の

職
員
と
し
農
地
主
事
に
つ
い

て
は
政
令
で
定
め
る
一
定
の
資
格

　
を
要
す
る
こ
と
N
さ
れ
、
そ
の
任

　
免
は
知
亭
の
承
認
を
要
す
る
こ
と

、
さ
れ
て
い
る
。

五
、
都
道
府
県
農
業
会
議
と
委
員
会

　
の
連
絡
協
力
の
度
を
増
す
趣
旨
に

　
よ
り
、
各
市
町
村
毎
に
委
員
会
で

　
指
名
す
る
委
員
一
人
を
農
業
会
臓

　
の
会
議
員
と
す
る
こ
と
＼
し
、
他

　
の
会
議
員
は
現
行
通
り
農
協
中
央

　
会
、
農
業
共
済
組
合
連
合
会
、
そ

　
の
他
省
令
で
定
め
ら
れ
た
農
業
団

　
体
等
の
推
薦
す
る
者
及
び
学
識
経

　
験
者
で
会
長
の
指
名
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

（
総
務
課
）

年
の
減
税
は
一
番
納
税
者
の
多
い
課

税
標
準
額
五
万
円
の
も
の
は
こ
の
恩

恵
に
浴
し
な
い
が
、
来
年
か
ら
減
税

さ
れ
る
。

　
五
万
円
か
ら
二
士
万
円
の
納
税
者

三
千
人
は
一
人
平
均
百
九
士
H
で
総

額
五
十
七
万
円
の
減
税
・
二
十
万
円

か
ら
五
十
万
円
ま
で
の
四
百
六
十
三

人
は
、
一
人
平
均
三
千
九
百
円
、
総

額
で
約
百
八
十
一
万
円
の
減
税
と
な

る
。
　
　
　
　
　
（
財
務
課
）

　
　
　
〕
費
－
■
■
プ
昌
、
q
ロ
p
「
働
■
＝
o
■
’
，
、
■
，
り
し
．
◎
‘
嘲

つ
ゆ
ど
き
の
環
境
衛
生

　
　
　
　
　
　
バ
イ
キ
ン
は
繁
殖
期

　
う
っ
と
う
し
い
雨
季
が
つ
づ
き
ま

す
。
健
康
を
守
る
た
め
に
次
の
点
に

注
意
い
た
し
ま
し
よ
う
。

◎
ハ
エ
退
治
は
今
の
う
ぢ

　
夏
に
多
い
伝
染
病
の
う
ち
特
に
こ

の
つ
ゆ
時
に
ふ
え
る
の
は
消
化
器
系

統
の
セ
キ
リ
、
エ
キ
リ
、
下
痢
、
腸

炎
な
ど
で
す
．

　
こ
れ
ら
の
菌
は
お
も
に
ハ
エ
な
ど

の
媒
介
に
よ
る
も
の
で
す
か
ら
、
必

す
大
掃
除
を
実
施
し
て
、
特
に
便
所

ゴ
ミ
溜
め
な
ど
ハ
エ
の
発
牛
源
を
渚

掃
し
て
D
D
T
や
B
H
C
を
撤
布
い

た
し
ま
し
よ
う
。

　
農
家
で
は
特
に
畜
舎
の
清
掃
に
つ

と
め
、
敷
藁
は
少
く
と
も
一
週
間
以

内
に
取
賛
え
ま
し
ょ
う
。

◎
今
が
バ
イ
キ
ン
の
繁
殖
期

　
梅
雨
期
は
温
度
や
湿
度
が
高
い
た

め
カ
ビ
や
バ
ク
テ
リ
ヤ
の
繁
殖
に
は

好
都
合
な
わ
け
で
、
そ
の
た
め
に
食

物
が
早
く
腐
れ
る
た
め
食
中
毒
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
味
や
臭
い
の
変
っ
た
も
の
を
、
も

っ
た
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
食
べ
る

こ
と
は
禁
物
で
す
。

　
中
毒
に
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
中
毒
、

ブ
ド
ウ
状
球
菌
中
毒
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
な
か
で
む
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
中

毒
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
菌

の
媒
介
は
主
に
ネ
ズ
ミ
で
す
か
ら
ネ

ズ
ミ
退
治
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

◎
食
物
の
保
管
に
注
慧

一
　
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に
汚
染
さ
れ
た
食

’
一
り
亀
o
一
唱
2
■
・
噌
3
；
q
．
げ
、
・
き
9
：
》
9
　
亀
6
電
亀
‘
’
9
　
．
■
＝

土
木
関
係
融
雪
災
害

　
　
　
　
　
　
　
七
百
七
十
八
万
円
に
上
る

　
雪
消
え
が
遅
か
っ
た
の
で
、
被
害

の
発
見
も
お
く
れ
、
五
月
末
漸
く
災

害
調
査
が
ま
と
ま
っ
た
。
今
冬
の
豪

雪
に
ょ
り
、
公
共
施
設
、
土
木
関
係

に
お
い
て
も
、
相
当
の
被
害
が
あ
っ

た
．
▼
土
木
施
設
に
お
い
て
小
規
模
の
修

　
　
　
　
　
　
　
き

理
程
度
の
も
の
は
で
き
る
だ
け
地
元

で
施
行
し
て
い
た
だ
い
て
も
、
市
で

復
旧
工
事
の
施
行
を
必
要
と
す
る
も

の
は
、

　
道
路
三
三
ヵ
所
七
六
四
米

　
　
　
　
一
、
六
四
四
、
O
O
O
円

　
橋
梁
三
ヵ
所
三
一
六
・
O
O
O
円

護
岸
九
ヵ
所

五
七
五
、
O
O
O
円

建
物
一
〇
ヵ
所

一
、
二
一
七
、
O
O

O
円
　
小
計
三
、
七
五

二
、
○
O
O
円

　
（
建
設
課
調
べ
）

物
は
、
一
般
に
は
色
も
臭
い
も
味
も

変
り
ま
せ
ん
。
こ
の
細
菌
は
高
温
で

死
滅
し
毒
素
も
破
壊
さ
れ
ま
す
か
ら

調
理
し
て
か
ら
時
の
た
っ
た
も
の
は

食
前
に
い
ま
一
度
煮
直
し
て
食
べ
る

な
ど
、
食
物
の
保
管
に
も
充
分
注
意

し
ま
し
よ
う
。

◎
洗
濯
の
励
行

　
長
雨
の
た
め
洗
濯
や
掃
除
が
ゆ
き

と
ど
き
ま
せ
ん
。
特
に
赤
ち
ゃ
ん
の

い
る
家
庭
は
オ
ム
ツ
が
た
ま
り
不
潔

に
な
り
勝
ち
で
す
か
ら
晴
れ
ま
を
み

て
洗
濯
や
掃
除
を
励
行
い
た
し
ま
し

う
。◎
排
水
溝
の
修
理
を

　
台
所
の
下
水
溝
は
時
折
点
検
し
、

破
損
個
所
が
あ
，
た
ら
、
手
早
く
修

理
し
て
お
く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ

琴
　
　
（
罎
衛
蓮

農
地
に
家
を
建
て
る
に
は

　
　
　
　
　
　
　
許
可
を
受
け
て
か

農
地
が
住
宅
や
、
工
場
敷
地
、
な
ど

の
た
め
に
つ
ぶ
さ
れ
る
面
積
は
市
政

雁
行
後
大
変
多
く
な
っ
て
居
り
ま

す
。
こ
れ
を
放
任
す
る
と
生
活
の
基

礎
で
あ
る
農
地
が
失
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
多
く
の
農
地
を
持
っ
て
い
な

い
農
塚
の
将
来
に
と
っ
て
も
大
き
な

間
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
地
を
つ
ぷ
す
こ
と
を
勝

手
に
さ
せ
て
置
く
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
、
農
地
を
つ
ぶ
し
「
家
を
建

て
た
り
」
　
「
工
場
に
し
た
り
」
す
る

酬
と
き
は
、
自
分
の
農
地
を
自
分
で
つ

・
ぶ
す
場
合
で
も
、
他
人
に
つ
ぶ
す
こ

ら

と
を
ゆ
る
す
場
合
で
も
、
知
事
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
許
可
を
う
け
な
い
で
、
農
地
を

つ
ぶ
し
た
場
合
は
地
目
の
変
更
は
で

・
き
ま
せ
ん
し
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

農
地
を
つ
ぶ
し
て
宅
地
に
し
た
い
と

き
は
、
ま
す
農
業
委
員
会
に
相
談
の

う
え
申
讃
冒
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
）

ミ
ド
リ
の
羽
根

募
金
成
果

十
日
町
高
等
学
校
、
十
日
町
中
学
校
、

　今月の納税

市町村民税
　　（第一期）

国民健康保険料
　　（第二期）

納期限6月30日

｝
．
一
＝
皇
・
【
亀
■
＝
『
」
の
一
亀
．
『
し
o
伺
，
q
　
．
』
．
周
麹
咽
’
．
、
噛
．
一
。
、
．
■
■
噌
電

▼
農
業
用
施
設
に
お
い
て
、
国
、
県

　
の
補
助
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、

　
農
道
一
四
ヵ
所
一
、
六
〇
二
米

川
治
中
学
校
の
生
徒
諸
君
の
努
力
と

各
地
区
に
続
出
し

た
災
害
写
真

右
は
融
雪
の
出
水

に
よ
り
危
険
に
な

っ
た
橋
架
橋
脚

上
は
間
じ
く
水
の

取
入
口
え
ん
堤
の

嚢

市
民
各
位
の
協
力
に
よ
り
四
月
一
ヵ

実
施
し
た
、
緑
の
羽
根
の
募
金
成
果

は
六
分
百
十
一
円
と
な
り
ま
し
た
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
募
金
は
や
が
て
新
潟
県
国
土

緑
化
推
進
委
員
会
よ
り
苗
木
と
な
っ

て
公
園
、
校
庭
、
市
街
地
緑
地
帯
な

ど
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
（
経
済
課
）

　
　
　
　
　
　
七
一
二
、
O
O
O
円

　
水
路
三
五
カ
所
二
、
三
〇
七
米

　
　
　
　
一
一
、
　
一
山
ハ
O
、
O
O
O
円

　
溜
池
コ
砺
所
七
〇
〇
、
O
O
O
円

　
頭
首
工
二
ヵ
所

　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
、
O
O
O
円

　
小
計
　
四
、
〇
七
二
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
課
調
ぺ
）

　
恋
昇
則
七
、
七
八
四
、
O
O
O
円

こ
の
志
三
な
災
害
復
旧
対
策
と
し
て

は
、
六
月
中
旬
特
に
臨
時
市
議
会
を

招
集
し
て
対
策
を
図
る
考
え
で
あ
り

農
業
土
木
関
係
と
し
て
は
、
事
情
を

同
じ
く
す
る
魚
沼
三
郡
、
東
頚
城
郡

と
協
力
し
て
、
新
潟
県
小
規
模
災
害

復
E
耕
地
事
業
補
助
金
（
県
単
独
補

・
助
）
等
の
予
算
増
額
方
を
陳
情
す
る

計
画
で
あ
る
。

コ
’
・
～
’
～
．
9
■
〕
。
一
3
齢
、
§
r
鯛
』
q
4
匡
マ
6

建
築
の
着
、
完
届

は
建
設
課
へ

　
す
で
に
建
築
の
認
可
を
う
け
、
工

事
に
着
手
し
た
方
、
或
は
工
事
の
完

了
し
た
方
は
、
市
役
所
経
由
県
知
事

宛
に
そ
れ
ぐ
届
出
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
の

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
．
至
急
届
出
て

下
さ
い
。
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
（
建
設
課
）

住
民
登
録

　
　
　
十
四
日
以
内
に

　
　
　
届
出
を

　
市
役
所
享
務
を
能
率
的
に
処
理
す

る
に
は
、
市
民
の
実
態
を
確
実
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
議
会
の
議
員
や
長
の
選
挙
を

行
う
に
も
、
小
中
学
校
の
教
育
の
実

施
も
、
ま
た
地
方
税
を
賦
課
し
、
徴

収
す
る
に
し
て
も
。
住
民
を
把
握
す

る
乙
と
な
し
に
は
適
切
な
市
政
は
実

行
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
全
市
民
か
ら
「
住
民
登
録
」

を
し
て
い
た
穿
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

一
、
市
内
に
転
入
さ
れ
て
ま
だ
「
転

　
入
届
」
を
し
て
い
な
い
方
。

二
、
市
内
で
異
動
し
て
「
転
居
届
」

　
を
し
て
い
な
い
方
。

三
、
世
帯
主
が
変
更
し
て
も
「
変
更

　
届
」
を
し
て
い
な
い
方
．

四
、
他
の
市
酊
村
に
転
出
さ
れ
る
方

　
は
、
転
出
を
す
る
前
に
そ
れ
ぐ

　
の
届
出
を
配
給
通
帳
の
手
続
き
と

　
共
に
、
十
四
日
以
内
に
届
出
る
よ

　
う
に
し
て
下
さ
い
。

届
出
の
手
数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
印

鑑
だ
け
持
参
し
て
来
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

家
屋
の
欄
斎
評
価

　
　
均
衡
を
図
る
た
め

　
家
屋
の
評
価
は
旧
町
村
で
評
価
し

て
い
た
も
の
を
用
い
て
い
る
の
廼
、

不
均
衡
の
点
も
あ
り
、
反
最
近
家
屋

の
増
改
築
な
ど
も
か
な
り
あ
る
の
で

こ
れ
ら
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
塚
屋

の
一
斉
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
近
く
調
査
票
を
各
戸
に
配
勺
ま
す

が
、
御
手
数
で
も
皆
様
の
塚
屋
の
建

築
年
月
日
等
を
ご
記
入
願
い
ま
す
。

建
物
の
古
い
も
の
で
、
建
築
年
灯
日

の
不
明
の
場
合
に
は
、
大
体
の
年
数

を
書
い
て
、
そ
の
理
由
を
明
記
し
て

下
さ
い
。
何
卒
乙
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
財
務
課
）

刷♂
壷鳥8

①
五
月
二
十
二
、
三
日
両
日
建
設
委

員
会
開
催
次
の
案
件
を
審
査
し
た
。

　
一
、
停
車
場
通
り
側
溝
改
修

　
二
、
関
口
、
樋
口
酊
側
溝
改
修

　
三
、
四
日
町
新
田
第
三
地
区
側
溝

改
修

　
四
、
巾
若
宮
瞭
道
路
並
に
側
溝
改

　
修
②
五
月
二
十
四
日
交
教
厚
生
委
員
会

開
催
次
の
案
件
を
審
香
し
た
。

　
一
、
麻
畑
小
学
校
の
改
築
陳
情

⑨
六
月
三
日
第
二
回
市
議
会
定
例
会

を
開
催
し
た
．

　
昭
和
三
十
二
年
度
市
歳
入
、
歳
出

　
追
加
予
算
案
等
二
十
一
件
に
つ
い

　
て
審
議
し
、
市
政
事
務
嘱
託
員
設

　
置
条
例
の
一
部
改
正
（
高
山
第
五

　
を
高
田
酊
三
丁
目
南
に
）
は
総
務

　
財
政
委
員
会
に
、
四
日
町
新
田
道

　
路
側
溝
改
修
請
願
、
高
校
前
通
り

　
排
水
施
設
並
道
路
整
備
講
願
は
、

　
交
教
厚
生
季
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
継

　
続
審
査
に
付
し
た
。

　
尚
先
般
の
建
設
委
員
会
付
託
の
四

　
日
町
新
田
第
三
地
区
側
溝
改
修
請

　
願
は
交
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
替

　
と
な
り
、
環
境
衛
生
の
面
に
於
て

　
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

六月着工
土木’工事

◎
道
　
　
路

昭
和
町
四
丁
目
側
溝
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
M

稲
荷
酊
一
丁
目
側
溝
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
M

袋
冊
東
側
溝
改
良
　
　
一
三
八
M

田
中
西
線
道
路
改
良
　
一
五
〇
M

東
下
組
（
上
貴
）
線
待
避
所
五
ヵ
所

◎
橋
　
　
梁

下
条
第
二
神
朋
橋

下
条
原
橋

六
箇
芋
川
永
久
橋

八
箇
畏
里
橋
．

中
条
柴
倉
橋

◎
河
　
　
川

架架架架架
替替替替替

十
日
町
駅
構
内
裏
排
水
路
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
M

◎
建
　
　
築

川
治
中
学
校
便
所
新
築

　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
・
五
坪
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第
五
回
新
潟
県
交
化
財
総
合
調
査

地
域
と
し
て
、
中
魚
沼
郡
、
十
日
町

市
が
正
式
に
指
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
調
査
は
県
教
育
委
員
会
が
主

体
と
な
り
、
地
元
関
係
機
関
と
共
同

調
査
を
行
な
う
も
の
で
、
こ
の
種
の

調
査
の
冊
が
な
く
本
郡
市
と
し
て
、

そ
の
成
果
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

▽
前
期
調
査
は
六
月
十
七
日
－
二
十
，

三
日
　
考
古
班
　
中
川
成
夫
（
立
大
）
芹

　
沢
長
介
（
明
大
）
本
間
嘉
晴
（
県

文
化
財
委
員
）
他

地
質
趾
西
田
彰
一
（
新
大
）
茅

原
一
也
（
新
大
）
他

属
俗
班
　
桜
井
徳
太
郎
（
教
育

大
）
他

▽
後
期
調
査
は
十
月
二
十
一
日
i
二

＋
七
日

民
俗
班
磯
貝
勇
（
新
潟
市
立
工

高
）
他

生
物
班
　
江
村
重
雄
（
新
大
）
他

歴
兜
班
小
林
は
じ
め
（
新
大
）

松
谷
時
太
郎
（
県
交
化
財
委
員
）

宮
栄
二
（
県
教
委
）
伊
藤
正
一

（
同
）
他
　
　
　
』

以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
調
査
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
中
魚
沼
部
に
入
っ
て
ま
す
驚
く
こ

と
は
河
岸
段
丘
の
美
し
さ
で
す
で
に

定
評
が
あ
る
が
、
今
回
の
考
古
、
地

質
班
の
調
査
は
、
こ
の
美
し
い
河
岸

段
丘
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
信
濃
川
の
流
れ
の
変
化
、
段
丘
の

成
立
経
過
、
妻
有
盆
地
の
生
成
等
と

そ
こ
に
住
ん
だ
人
た
ち
の
遺
跡
と
が

ど
ん
な
関
係
に
あ
っ
た
か
、
各
地
域

の
地
形
の
発
達
の
状
況
と
、
各
所
に

点
在
す
る
遺
跡
と
を
ど
の
よ
う
に
結

び
づ
け
て
考
え
る
べ
き
か
ー
こ
れ

が
考
古
地
質
班
の
ネ
ラ
イ
で
あ
る
。

　
全
市
町
村
に
わ
た
っ
て
、
遺
跡
と

発
堀
、
発
見
さ
れ
た
石
器
、
＋
器
の

検
討
や
地
層
、
化
石
類
の
実
地
調
査

な
ど
が
主
な
仕
事
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

前
期
調
査
の
対
象

農
耕
習
俗
・
信
仰

　
中
魚
沼
は
民
俗
の
豊
庫
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
前
期
調
査
で
は
農

耕
習
俗
、
民
俗
信
仰
な
ど
が
主
な
対

象
と
し
て
調
査
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

習
俗
は
今
日
す
で
に
失
わ
れ
て
い
るろことの掘護の跡　

　
　
…
要
…

遺　
　
　
　
　
　
稲
作
へ
”

　
　
　
…
の
皿

り　
　
　
㎜
作
㎜
こ
う
し
た
考
え
に
よ
る

よに　
　
　
｝
稻
…
稲
作
計
画
も
、
今
年
は

手　
　
　
－
…
1
に
豪
雪
に
た
＼
ら
れ
苗
代

の班　
　
播
種
、
田
植
え
と
平
年
よ
り
遅
れ
て

査　
　
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
管
理
技

調は　
　
術
を
適
切
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健

真　
　
全
な
生
育
と
増
収
を
は
か
り
た
い
。

写　
　
◎
鱒
番
除
篁
は
早
目
に
ー

　
　
田
棺
後
五
ー
七
日
に

　
　
本
田
管
理
で
は
、
ま
す
初
期
生
育
の

　
、
促
進
を
は
か
る
こ
と
が
大
切
、
と
く

　
　
　
　
　
　
　
“
阜
ま
き
に
よ
っ
て
田

　
　
　
㎜
賄
鑑
輩
め
・
安
定

も
の
が
多
い
の
で
、
古
老
の
思
い
出

話
や
、
特
定
の
人
た
ち
の
協
力
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多
く
な

ろ
う
。

　
後
期
調
査
で
は
こ
の
地
方
独
得
の

服
装
、
器
具
道
具
類
が
主
な
対
象
と

な
る
。新
設
生
物
斑
は

津
南
の
動
植
物
を

　
生
物
班
は
主
と
し
て
津
南
地
方
の

動
植
物
が
調
査
、
整
理
さ
れ
る
。
江

村
教
授
は
旧
外
丸
村
の
出
身
で
あ
り

調
査
の
指
導
に
あ
た
る
。
調
査
で
生

物
班
が
設
け
ら
れ
る
の
は
今
回
が
は

じ
め
て
で
あ
る
の
で
、
そ
の
成
果
は

と
く
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

古
城
跡
の
調
査
と

古
文
書
・
記
録
類

　
歴
史
班
は
古
交
書
の
分
類
整
理
と

、
古
城
跡
の
実
測
調
査
を
行
う
。
古
交

書
で
は
、
郡
市
内
の
旧
家
の
も
の
が

対
象
と
さ
れ
る
が
、
併
ぜ
て
庶
民
生

活
の
様
子
を
記
録
の
う
ち
か
ら
知
り

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
一
般
に

知
ら
れ
て
い
な
い
古
交
書
、
記
録
類

が
あ
っ
た
ら
知
ら
せ
て
い
た
♪
き
た

い
。
一
応
市
内
で
は
、
吉
田
の
酒
井

家
に
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
、
吉
田
郷

旧
村
の
変
遷
と
酒
井
家
の
う
つ
り
か

わ
り
や
、
そ
れ
に
附
随
し
て
一
般
庶

民
生
活
の
姿
を
調
査
す
る
。

　
古
城
跡
の
調
査
は
南
北
朝
時
代
の

山
城
を
ひ
と
つ
く
実
測
し
て
ゆ
こ

う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
も
総
合
調

査
で
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。
す
で
に

準
備
調
査
の
段
階
で
珍
し
い
形
の
も

の
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
過
去
に
例

の
な
い
調
査
結
果
が
得
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。地
元
民
の
協
力
を

の
ぞ
ん
で
い
る

　
総
合
調
査
と
い
う
も
の
、
期
間
が

非
常
に
短
い
の
で
、
本
当
の
意
味
で

の
成
果
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
後
に

｝
残
さ
れ
た
問
題
を
、
地
元
民
で
解
明

し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
。

　
ま
た
こ
の
調
査
は
地
元
の
人
た
ち

の
持
っ
た
り
知
っ
て
い
た
り
す
る
資

料
が
、
一
番
大
切
な
対
象
と
な
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
知
っ
て

一
い
る
人
た
ち
は
・
進
ん
で
知
ら
せ
て

い
た
＞
き
た
い
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

　　　　　　　　　　　梱醤詔、

去る5月25日十日町小学校裏の高台で挙行した上水道
配水池の地鎮祭曼配水池のエ費は約800万円，規模は
縦16米．横22・4米．深さ3・5米の鉄筋コンクリート
造り・貯水量は1・340立：方米（約7．370石）こ＼から
自然流下により配水する。

時
間
を
守
ろ
う

”
時
の
記
念
日
μ
に
あ
た
っ
て

　
六
月
十
日
は
時
の
記
念
日
で
あ
『

る
。
「
時
は
金
な
り
」
と
言
わ
れ
る
…

世
の
中
に
、
、
時
の
記
念
日
”
が
時
　

間
励
行
の
警
鏑
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
一

は
、
ま
こ
と
に
お
か
し
な
話
で
あ
る
皿

が
・
本
当
の
こ
と
だ
か
ら
仕
方
が
な
一

い
。
十
日
町
時
間
と
い
う
よ
う
な
も
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
は
、
十
日
聞
だ
け
で
な
く
、
何
処
一

に
初
期
生
育
を
急
が
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
早
生
種
で
は
、
穂
数
確
保

の
上
か
ら
、
一
番
除
草
が
重
大
な
役

割
を
も
っ
て
く
る
。

◎
雑
篁
は
整
地
後
七
日
位
か

ら
生
え
は
じ
め
る

へ
行
っ
て
も
聞
か
れ
る
言
葉
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
こ
れ
ほ
ど
無
責
任
な
感

じ
を
も
た
せ
る
も
の
は
な
い
。

　
合
理
的
時
問
の
使
用

　
時
間
励
行
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な

が
ち
定
刻
に
間
に
合
う
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
い
。
時
間
励
行
の
真
の

意
昧
は
、
時
間
を
合
理
的
に
使
っ
て

一
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の

　
こ
と
か
ら
会
議
像
ど
の
開
会
時
間
を

　
守
る
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
く
る
の

で
あ
る
。

　
　
十
日
町
時
間
な
ど
と
悪
口
を
言
っ

　
た
と
こ
ろ
で
、
集
会
の
責
任
者
に
も

　
貿
任
が
あ
る
。
「
酊
内
の
寄
合
が
あ

　
り
ま
す
か
ら
、
夕
飯
を
食
べ
た
ら
集

　
っ
て
下
さ
い
」
な
ど
と
伝
え
て
い
る

　
例
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
が
、
こ

　
れ
で
は
一
体
何
時
頃
に
な
っ
て
出
掛

け
て
よ
い
か
見
当
が
つ
か
な
い
。
、

　
　
市
内
で
行
わ
れ
る
集
会
の
中
で
、

絶
対
に
時
間
が
守
ら
れ
て
い
る
も
の

が
一
っ
あ
る
。
そ
れ
は
ロ
ー
タ
リ
亜

　
ク
ラ
ブ
だ
。
こ
＼
で
は
議
長
席
に
大

き
な
時
計
を
置
き
、
会
員
は
必
す
五

分
前
に
揃
っ
て
開
会
の
ベ
ル
を
待
っ

て
い
る
。
勿
論
閉
会
も
一
分
と
違
う

こ
と
は
な
い
。

　
　
閉
会
時
問
を
守
ろ
う

　
時
間
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
誰
も

知
っ
て
い
る
。
時
間
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
皆
が
解
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
、
ど
う
し
て

十
日
冊
時
間
な
ど
と
言
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
？
。

　
こ
＼
で
、
ひ
と
つ
提
案
し
た
い
。

　
「
集
会
な
ど
の
閉
会
時
間
を
定
め
て

そ
れ
を
ま
す
厳
守
し
よ
う
」
と
。

　
ー
市
教
委
社
会
教
育
課
は
、
新

生
活
運
動
の
本
締
め
で
あ
る
だ
け
に

会
議
通
知
に
は
必
す
開
会
時
間
と
閉

会
時
間
が
朋
示
さ
れ
て
い
る
。
閉
会

時
間
を
守
る
た
め
に
は
、
会
議
な
ど

を
ズ
ル
く
と
や
う
て
い
る
と
間
に

合
わ
な
い
し
、
開
会
を
遅
ら
せ
て
は

勿
論
何
に
も
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
一

人
か
二
人
の
出
席
し
か
な
い
と
き
で

も
、
定
刻
に
話
し
あ
い
を
始
め
る
よ

う
心
が
け
て
い
る
と
い
う
。
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お
さ
え
て
、
稲
と
の
競
合
を
さ
け
る

た
め
に
活
蒋
直
後
の
一
番
除
草
は
き

わ
め
て
大
切
で
あ
る
。

◎
深
植
え
は
早
く
中
耕
除
茸

で
な
お
す

　
浅
植
え
は
、
初
期
生
育
促
進
の
第

増
牧
は
初
期
生
育
の
促
進
一

雑
草
の
中
で
一
番
問
題
に
な
る
の
は

ヒ
エ
で
あ
る
が
、
初
期
は
牛
活
力
が

弱
い
か
ら
こ
の
頃
は
容
易
に
退
治
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ヒ
エ
そ
の
他
の
雑
草
の
初
発
生
を

一
歩
で
あ
る
が
、
深
植
え
を
し
た
よ

う
な
と
こ
ろ
は
根
も
ど
の
土
を
と
り

除
い
て
や
る
よ
う
に
し
、
手
な
お
し

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
深
植
え
は
発
根
を
抑
制
し
、
初
期

分
け
つ
の
発
生
を
お
く
ら
せ
る
だ
け

で
な
く
、
ズ
リ
コ
ミ
い
も
ち
を
発
生

す
る
か
ら
極
め
て
危
険
で
あ
る
。

◎
灌
瀧
水
温
を
高
め
る
こ
と

　
移
植
後
か
ら
活
着
ま
で
三
ー
四
日

深
水
と
し
、
活
着
后
は
な
る
べ
く
浅

水
と
し
て
稲
を
丈
夫
に
育
て
る
こ
と

　
水
温
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
、
夢
廻

水
路
を
設
置
し
た
り
、
ま
た
三
ー
五

日
置
き
に
潅
水
す
る
間
断
潅
水
を
行

う
な
ど
・
水
温
を
高
め
る
工
夫
が
大

切
で
あ
る
。

　
ビ
ニ
ー
ル
分
散
板
の
使
用
も
一
方

法
で
あ
る
（
川
東
地
区
農
業
普
及
所
）

自
六
月
　
十
七
日

至
六
月
二
十
三
日

ハ
ェ
取
り
週
間

　
集
會
時
間
の
工
夫

　
ま
た
、
開
会
時
間
も
、
皆
が
必
す

集
ま
る
こ
と
の
で
．
き
る
時
間
を
考
え

て
お
り
、
十
一
時
半
と
か
二
時
と
い

っ
た
中
途
半
端
な
と
き
も
少
く
な

い
。
．
限
ら
れ
た
瞳
間
内
に
真
剣
な
討

議
を
行
う
こ
と
が
本
当
の
時
間
励
行

の
意
義
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
六
月
十
日
が
や
っ
て
来
た
か
ら
ど

い
う
の
で
、
毎
年
”
時
の
記
念
日
”

と
書
っ
て
同
じ
よ
う
に
宣
伝
し
て
い

る
の
で
は
、
何
ひ
と
つ
記
念
日
と
し

て
の
効
果
は
な
い
。

　
こ
＼
ら
で
、
時
間
を
有
意
義
に
使

う
た
め
に
、
皆
で
考
え
、
皆
で
守
っ

て
行
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

家
庭
か
ら
赤
痢
を
追
放

ま
ず
手
洗

　
セ
キ
リ
は
防
疫
陣
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
す
い
っ
こ
う
に
衰
え
ず
、
あ

い
か
わ
ら
ず
流
行
を
く
り
か
え
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
急
に
気
温
が
上
る
と
発

生
も
多
く
な
る
の
が
毎
年
の
例
で

す
。◎
セ
ギ
リ
の
症
状

大
体
セ
キ
リ
は
「
細
菌
性
赤
痢
」
で
、

感
染
し
て
か
ら
発
病
ま
で
の
潜
伏
期

間
は
二
日
－
七
日
位
で

　
◎
体
が
な
ん
と
な
く
だ
る
く

◎
食
慾
が
急
に
へ
り

　
◎
急
激
な
腹
痛
と
下
痢
、
嘔
吐
、

　
　
を
す
る
。

　
◎
三
十
八
度
⊥
一
干
九
度
の
高
熱

　
　
を
だ
し
、
寒
け
が
す
る
。

　
◎
便
通
（
下
痢
）
は
特
に
夜
間
が

　
　
多
く
、
中
毒
症
状
で
一
日
二
十

　
　
回
位
。
軍
症
は
五
十
回
以
上
に

　
　
な
る
．

◎
恐
ろ
し
い
子
供
の
午
キ
リ

子
供
が
セ
キ
リ
に
お
か
さ
れ
る
と
エ

キ
リ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

エ
キ
リ
は
二
才
か
ら
六
、
七
才
の
子

供
に
か
＼
る
病
気
で
死
亡
率
は
三
ー

四
割
の
高
率
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

肢
体
障
害
者

巡
回
相
談

　
こ
の
三
十
日
、
七
月
一
日
に
十
日

町
保
健
所
で
肢
体
障
害
者
の
無
料
巡

回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
診
療
と
相

談
に
は
新
潟
大
学
と
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
専
門
医
師
が
当
り
ま

す
。
秋
に
は
眼
の
巡
回
相
談
も
計
画

し
て
い
ま
す
。
火
の
用
心

い
を

◎
油
断
す
る
な
夏
の
下
痢

エ
キ
リ
は
発
病
後
十
時
間
以
内
に
治

療
す
れ
ば
死
塞
も
少
な
く
な
り
ま

す
。
万
一
疑
わ
し
い
症
状
が
あ
っ
た

ら
下
剤
（
ヒ
マ
シ
油
）
で
院
腸
し

て
早
く
医
師
に
か
＼
る
こ
と
が
一
番

で
す
。

女少しぐら

い
の
下
痢
で
も
こ
れ
か

ら
の
下
痢
は
油
断
す
る
と
セ
キ
リ
と

な
り
ま
す
。
下
痢
を
し
た
り
腹
の
具

合
が
悪
か
っ
た
と
き
は
し
ろ
う
と
判

断
で
薬
を
買
っ
て
の
む
こ
と
は
極
め

て
危
険
で
す
。
と
く
に
夏
の
下
痢
は

セ
キ
リ
と
思
っ
て
医
師
に
か
＼
る
位

の
用
心
が
必
要
で
す
。

予
防
に
つ
い
て
は

一
、
睡
眠
を
充
分
と
る
こ
と

幼
児
は
睡
眠
を
多
く
と
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
小
、
中
学
校
生

　
徒
は
八
瞳
間
以
上
大
人
は
七
時
間

　
位
。
早
寝
早
起
の
習
慣
を
つ
け

　
る
。

二
、
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
こ
と
。

　
夏
季
は
消
化
器
が
衰
弱
し
て
い
る

　
の
で
暴
飲
暴
食
を
さ
け
、
栄
養
を

　
低
下
さ
せ
ぬ
よ
う
毎
日
の
食
事
に

　
注
意
す
る
。

三
、
手
洗
い
の
励
行
を
す
る
こ
と
。

　
手
は
い
ろ
い
ろ
の
と
ζ
ろ
に
使
う

　
の
で
目
に
見
え
な
い
病
菌
に
触
れ

　
る
こ
と
が
あ
る
の
で
食
事
の
前
に

　
は
必
ず
手
を
洗
う
。

四
、
寝
冷
え
え
を
し
な
い
こ
と
。

　
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
と
寝
冷
え
を

　
し
や
す
い
の
で
注
意
を
す
る
こ
と

　
特
に
子
供
は
腹
巻
等
を
用
い
る
よ

　
う
に
す
る
。

五
、
生
水
を
呑
ま
ぬ
こ
と
。

　
上
水
導
が
完
備
し
て
な
い
の
で
生

　
生
は
水
は
危
験
で
す
。
水
質
検
査

　
を
し
て
飲
用
に
適
し
た
も
の
以
外

は
必
ず
わ
か
し
て
か
ら
飲
用
す
る
。

六
、
蝿
の
駆
除

　
ハ
エ
は
病
菌
を
運
ぶ
悪
魔
だ
。
こ

　
れ
を
飲
食
物
に
絶
対
に
と
ま
ら
せ

　
ぬ
よ
う
注
意
す
る
。

七
、
早
期
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る

　
こ
と

　
下
痢
を
し
た
ら
早
く
医
師
の
診
断

　
受
け
、
手
当
や
消
毒
に
万
全
を
期

す
る

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
守
っ
て
健
康

で
様
し
い
生
活
を
築
く
よ
う
δ
注
意

下
さ
い
。
　
　
（
保
健
衛
隼
課
）

働
き
な
が
ら
学
ぶ

　
　
　
　
　
青
年
学
級
の
紹
介

　
働
く
青
年
た
ち
の
学
び
の
揚
で
あ

る
青
年
学
級
は
現
任
十
四
学
級
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
今
年
で

十
日
町
青
年
学
級
開
設
十
周
年
に
な

り
ま
す
。

◎
い
ま
も
二
百
五
十
名
の
学
級
生
が

青
年
た
ち
の
生
活
に
必
要
な
知
識
、

枝
術
や
身
の
ま
わ
り
の
問
題
を
と
り

あ
げ
、
話
し
合
い
や
、
実
習
を
中
心

に
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
科
目
と
講
師
、
会
場
及
び
実
施
曜

日
は
次
の
通
り
で
、
時
間
は
夜
七
時
．

半
か
ら
十
時
ま
で
＼
す
。

　
受
講
希
望
者
は
い
つ
で
も
入
級
で

き
ま
す
か
ら
、
出
席
し
て
コ
ー
ス
の

委
員
に
申
出
て
下
さ
い
。

　
科
目
（
講
師
）
実
施
曜
日
　
会
場

◎
栄
食
料
理
（
池
田
秀
子
）

　
木
曜
日
、
講
議
小
学
校
、
実
習
中

学
校

◎
ペ
ン
習
字
（
高
橋
順
治
）

水
曜
日
、
小
学
校

◎
社
　
会
（
上
村
政
基
）

木
曜
日
、
公
民
舘

◎
教
養
（
田
村
達
夫
）

火
曜
貝
公
禺
舘

◎
郷
土
史
（
駒
形
さ
と
し
）

水
曜
日
、
公
民
舘

◎
交
学
鑑
賞
（
野
本
郁
太
郎
）

金
曜
日
、
公
民
舘

◎
映
画
鑑
賞
（
田
村
喜
一
）

木
曜
旦
公
民
舘

◎
織
物
研
究
（
塩
川
冨
平
）

金
曜
貝
公
民
舘

◎
農
箪
研
究
（
俵
山
多
喜
男
）

金
曜
旦
公
民
舘

卓
上
青
写
真
機
購
入

こ
の
ほ
ど
二
十
七
万
円
で
購
入
し
た

盤
能
は
電
気
焼
付
・
電
動
で
簡
単
な

操
作
に
ょ
り
一
枚
一
分
ア
イ
色
、
青

色
の
二
角
の
写
裏
が
出
来
る
．

ゴミ集め

　
旧
十
日
町
以
外
の
地

域
の
ゴ
ミ
集
め
を
、
次

の
計
画
で
行
う
て
お
り

ま
す
。
さ
迷
惑
で
も
必

す
燃
え
る
物
と
燃
え
な

い
物
と
に
わ
け
て
お
い

て
下
さ
い
。

毎
月
、

◇
五
日
“
高
山
、
島
、
山
本
、
川
治

◇
十
五
日
”
中
条
、
下
条
。

◇
二
十
五
日
四
新
座
、
中
条
旧
道
、

吉
田
。

　
（
日
曜
、
祭
日
に
あ
た
る
と
き
は

そ
の
翌
日
）

肢
体
障
害
者

の
登
録

　
目
、
耳
そ
の
他
か
ら
だ
の
不
自
由

な
方
は
、
医
師
の
診
断
書
と
写
真

（
ニ
セ
ン
チ
×
四
セ
ン
チ
）
を
添
え

て
社
会
福
祉
事
務
所
で
登
録
の
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
審
査
の
上
「
身

体
障
害
者
手
帳
」
が
渡
さ
れ
ま
す
。

流
感
に
注
意

　
①
更
生
医
療
の
給
与
②
補
装
具
の

給
付
③
育
成
医
療
の
給
与
（
十
八
才

禾
満
の
人
に
対
し
て
）
④
就
職
の
優

先
指
導
⑤
売
店
の
設
置
、
専
売
品
販

売
の
優
先
許
可
⑥
税
金
の
控
除
⑦
鉄

道
、
自
動
車
賃
の
割
引
な
ど
の
特
典

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務
所
に

ご
相
談
下
さ
い
。

公
民
舘
研
究
会

聯
薦
纏
擁

う
主
題
で
二
十
九
日
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時
半
ま
で
市
役
所
に
お
い

て
講
師
に
教
育
庁
の
増
井
社
会
教
育

主
事
を
招
い
て
研
究
会
を
行
い
ま

す
。
本
舘
、
地
区
舘
、
分
舘
の
役
職

員
や
婦
人
会
、
青
年
団
の
役
員
等
参

加
を
希
望
し
ま
す
、

事
業
所
統
計
実
施

　
七
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
事
業
所

続
計
調
査
が
実
価
さ
れ
ま
す
。
こ
の

調査は

全
国
の
人
口
状
況
を
把
握
す

る
国
勢
調
査
の
様
な
も
の
で
、
事
業

所
の
種
類
、
分
布
状
況
、
組
織
状
態

従
業
人
員
数
な
ど
、
い
ろ
く
詳
し

く
調
べ
、
事
業
所
の
状
況
を
調
査
し

ま
す
。
そ
し
て
国
の
行
政
施
策
の
重

要
な
基
礎
資
料
と
な
る
わ
け
で
す
。

調
査
の
目
的
、
趣
旨
を
ご
理
解
下
さ

れ
、
何
分
と
も
ご
協
刀
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
総
務
課
）

結
核
健
康
診
断
率

　
　
　
九
十
四
パ
ー
セ
ン
ト

　
北
新
田
地
区
の
結
核
健
康
診
断
は

去
る
五
月
二
十
四
日
行
わ
れ
た
が
、

当
日
嘱
託
員
の
岡
村
森
平
さ
ん
は
率

先
し
て
自
ら
部
落
の
名
簿
を
持
参
し

て
来
て
い
て
「
O
O
さ
ん
が
未
だ
見

え
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
」
と
云
っ

て
は
受
診
に
来
る
近
所
の
人
に
言
つ

け
を
頼
む
な
ど
熱
心
に
協
力
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　
お
か
げ
で
受
診
率
は
九
三
・
六
六
“

％
と
い
う
好
成
績
で
「
一
塚
揃
っ
て
」

の
間
接
撮
影
を
う
け
る
．
な
δ
や
か

な
風
景
で
し
た
。
（
衛
生
係
の
記
）

鴨
馨
難
擁

て
い
ま
す
。
　
（
受
付
は
六
月
一
日
か

ら
九
月
二
十
日
ま
で
）
志
願
に
つ
い

て
く
わ
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は

総
務
課
に
問
合
せ
下
さ
い
。

　
§
●
§

◇
編
集
後
記
◇

市
政
だ
よ
り
は
号
を
追
ふ
こ
と
、
僅

か
九
号
で
す
が
六
月
五
日
付
第
三
種

郵
便
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
だ
よ
り
は
皆
様
へ
の
連
絡
機
関

で
す
。
宣
し
く
ご
愛
読
を
お
願
い
し

ま
す
。
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